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くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト

　第2期和水町まち・ひと・しごと創生総合戦略では、「ここで
育ち、育ててよかったといえるまちづくり」の実現に向け、結
婚支援や子育て世代への切れ目のない支援を行っています。
　また、地域ぐるみで子育てできる環境づくりの一つとし
て、子育て世代だけでなく三世代が集い、交流できる生活空
間を築くため、公園の整備を進めています。
　本町の取組に皆様のご支援とご協力をお願いします。

和水町まち・ひと・しごと創生推進計画

笑顔輝き 魅力あふれる和水町

和水町
ナゴ　　ミ　　マチ 総人口…8,740人　男…4,147 人　女…4,593人　世帯数…3,340世帯

〈人口構成比〉　15歳未満…10.4％　15～64歳…45.0％　65歳以上…44.6％

寄附
御礼

・贈呈式開催（首長出席、寄附額100万円以上）
・感謝状贈呈（寄附額10万円以上） ・地公体広報紙掲載 ・視察受入・ＨＰ掲載
・功労者表彰推薦 ・その他・紺綬褒章推薦

　和水町では、少子高齢化や人口減少が顕著になってきてお
ります。令和5年度は、出生数46人、合計特殊出生率1.63と厳
しい現実に直面しています。
　このような課題を解決するために、「和水町子育て応援プラ
ン」をスタートし、入学祝金の支給、学校給食費及び保育所等
副食費の無償化など、子どもの成長段階に合わせた切れ目な
い子育て支援策を実施していくことで、『ここで育ててよかっ
た』と思っていただくことのできる町を目指しています。

寄附の
具体的な
メリット

　本町は、令和5年7月1日に、子ども子育て応援宣言をし、町内外へ広く発信しております。
結婚から妊娠、出産、育児、切れ目ない支援を行い、子育て世帯を全力で応援します。
　子育て支援の施策への支援をいただくことで企業イメージの向上につながると考えます。

学校給食の様子

総事業費 110,000千円程度 寄附目標額　─

数値目標 ●15歳未満人口
●合計特殊出生率

……… 1,090人
……… 1.87人

●その他の寄附事業に関しましては、最寄りの肥後銀行までお問い合わせください。

〈SDGs〉関連するゴール和水町子育て応援プラン

くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト▶▶▶ 和水町

　和水町には遊具を設置した公園がありません。住民の方か
ら、お弁当を持って、孫を連れて遊びにいける公園を整備して
ほしいという声が上がっています。
　このような課題を解決するために、町内2箇所に遊具のある
公園の整備を進めています。地域ぐるみで子育てできる環境づ
くりとして、三世代が集うことのできる生活空間を築いていき
たいと考えています。

寄附の
具体的な
メリット

　子どもたち、お父さんやお母さんたち、おじいちゃんおばあちゃんたち、三世代が公園に
集い、みんなが笑顔になる、そのような生活空間を築くためには、企業の皆様のご支援が必
要です。公園整備にご協力いただける皆様には、ぜひ参画していただければと思います。

江田船山古墳公園

〈SDGs〉関連するゴール三世代が交流できる公園整備

総事業費 64,000千円程度 寄附目標額　─

数値目標 ─

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

　活力ある地域づくりのため、農林業をはじめ、商工業、観光業の振興を図り、就業機会の拡充と雇用の
安定確保に取り組みます。

地域に活力を。働くよろこび　希望のまちづくり事業

　移住・定住の希望者に対する総合的な情報提供の体制づくりを行うほか、新たな地域づくりの担い手
確保に取り組みます。

人の流れを呼び込み、ここで暮らしたいと思われるまちづくり事業

　結婚から妊娠、出産、育児の切れ目ない支援を行うほか、子どもの目線に立った施策に取り組みます。
ここで育ち、育ててよかったといえるまちづくり事業

　地域と住民との交流機会の創出や、地域コミュニティの育成など、だれもが快適に本町に住み続ける
ことができる生活環境の充実に取り組みます。

“つながり”と“安心”にあふれる快適なまちづくり事業

三世代が交流できる公園を整備したい子育て世代への支援を充実させたい
　本町のここ数年の出生数は、50人を下回っています。このような
状況を改善できるように、令和5年度から「出生祝金」を拡充し「入学
祝金」を支給すること
で、移住・定住の促進に
つなげるとともに、子育
て世帯の経済的負担の
軽減を図っています。

カテゴリー4 児童福祉 カテゴリー4
児童福祉

健診の様子 町長と子育て世帯との意見交換会の様子

石原 佳幸町長

菊水IC
南関IC

※データは令和6年7月発行、熊本県市町村要覧をもとに作成しております。

　本町には遊具を設置した公園がなく、子育
て世帯の方から公園を整備してほしいとの声
が上がっています。子どもたちは遊具で元気
いっぱい遊ぶことができ、お父さんお母さん
たちも子どもたちを見ながらお互いの話がで
き、おじいちゃんおばあちゃんたちは遊具を
使って孫と一緒に遊ぶことができる、このよ
うなコミュニテ
ィが生まれる公
園の整備を進め
ていきたいと考
えています。
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